
（財）日本クリスチャン・アカデミー 

 関西セミナーハウス活動センター  

 これまでの生命倫理・医療倫理の枠を越えて、「いのち」をどのように考えるのか、 

その根本のところを様々な方のお話を伺いながら考えて行きたいと思います。 

生命哲学 と キリスト教 

 

 2011年度 修学院フォーラム 

「いのちを考える」 
第１回  

日 時：２０１１年 ５月１４日（土）１３：３０～１７：３０ 

場 所：関西セミナーハウス   

参加費： 2,000 円、学生 500 円       

 ホアン マシア  Juan Masiá   
 1941年スペイン、ムルシア出身。1966年来日。1973年東京で司祭叙階。上

智大学神学部教授と、コミリャス大学（スペイン）生命倫理研究所長を経

て、現在は文教大学客員講師として「生命倫理」を担当するかたわらカト

リック中央協議会で正義と平和協議会員を務める。 

   著書：『脅かされるいのち』オリエンス宗教研究所（2002） 

 『福音へのまなざし』新世社（2002） 『生命哲学』 教友社（2003） 

 『道徳の断章』聖母文庫（2004）『暴力と宗教』オリエンス宗教 

  研究所（2005）『イエスと共に』聖母の文庫（2006） 

 東西の古代人と比べれば現代人は生命に関する知識および生命を操作する能力を何百倍も名十万倍も備わってはいるが、

生命に関する洞察や生命に対して責任をもって扱う知恵はどの程度があるのでしょうか。 

 生命倫理が叫ばれはじめた70年代のころの神学者たちは多いに生命科学の発展と人間的な価値観との統合に取り組んでい

たが、四十年後の今は、生命観を深く捕らえる宗教の貢献が生命倫理を見直すために必要とされている。 

 キリスト教の立場から生命倫理を考えなおすためには、聖書から示唆を受けたい。 

 次のように書かれている。「地にはまだ野のいかなる灌木もなく、野のいかなる草も萌え出ていなかった。神が地に雨を降らせ

ず、大地に仕える人が存在していなかったからである。」 （創世記2, 5-6） どうして緑がないのかと言えば、二つの理由が挙げ

られている。天から雨がふり、人間が大地を耕すという二点である。雨は人間が作ることのできないいただきものである。大地を

耕すのは人間の働きである。この二つは合交わって緑と実りが出て、大地が潤う。 

 ここに人間の手の二つのしぐさを思い起こそう。人間の手は合掌する手であり、仕事する手でもある。天から頂く雨、頂き物に

対して合掌して感謝するのである。そして大地を耕して手を使って働くのである。 「耕す」というのは、「大地に仕える」ということ

である。大地を耕すということは人間に与えられた使命であり、そうして実らせる責任は人間に委ねられている。手で合掌するだ

けでは足りない。手で働かなければならないのである。 

 ところが、ここまでで話が終わればきれい事に成ってしまうが、実は合掌したり、働いたりする人間の手は人殺しする手でもある

のである。それは同じ『創世記』4,10-12に出てくるカインとアベルの話を読めばわかる。「神は言った。何ということをしてくれた

のか。声がする。あなたの弟の血が大地から私に叫んでいる。口を開けて、あなたの手から弟の血を受け取った大地によって今

や、あなたは呪われる。あなたが大地に仕えても、もはや大地はあなたに産物をもたらさない。」 

 このように『創世記』の２章と４章から引用した二つの個所を読んで聖書の生命観における重要な要点がそこに著されているこ

とに気がつくのではないだろうか。 いのちとは、「いただきもの」であり、「預かりもの」であり、「壊れやすいもの」なのである。そし

て、「合掌する手」、「働く手」、「人殺しする手」、これが人間の姿である。 

 従って、頂いたいのちに対する私たちの態度は次のようにまとめられよう： 

 イ)頂いた賜に対して「感謝」すること。 

 ロ)課題や使命として、与えられた与りものに対してそれを実らせる「仕事」に取りかかること。 

 ハ)壊れやすいものに対する「気遣い」をもっていのちを見守ること。特に人間の心の中には善・悪の両面があるから、悪が打ち

勝って命がお粗末にされてしまう結果にならないように気をつけたい。                    （J.マシア） 

ご参加希望の方は、５月１１日までに  FAX(裏面）、電話、電子メール等でお申し込み下さい。 

ただし、定員に達し次第締め切ります。 

※会場への地図は裏面をご覧ください。 

 講 師：ホアン マシア （イエズス会士、文教大学客員講師 ） 



 2011年度 修学院フォーラム「いのちを考える」これからのご案内 

  第  ２  回   ２０１１年  ７月９日 （土） 

       「71年間ハンセン病療養所に生きて」 

      講師：上野正子（国立療養所星塚敬愛園入所者）  

      

 第  ３  回  ２０１１年１１月５日（土） 

    「誕生・生・死について考える 

      ―キリスト教倫理と一般 倫理のはざまで」(仮） 

      講師：関根 清三(東京大学人文社会系研究科教授）  

 

 第 ４ 回   ２０１１年１２月１７日（土） 

       「いのちからの問い、いのちへの問い 

        ―生命倫理を超えて」（仮） 

      講師：安藤 泰至（鳥取大学医学部准教授） 
 

  

 （フリガナ） 

名 前             所 属                                     

住 所 〒 

電話（                ）              －     FAX（               ）              －    携帯（   ） 

電子メール：      ＠ 

通信欄 

──────2011年度 修学院フォーラム「いのちを考える」第 １ 回 参加申込書─────

 （財）日本クリスチャンアカデミー 

 関西セミナーハウス活動センター 
 〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23  

 http://www.academy-kansai.org 
 電話          075-711-2115 
    FAX          075-701-5256 
 電子メール    office@academy-kansai.org 
  運営委員長    小久保 正                

  プログラム係     都木かおり 

＊ 地下鉄烏丸線松ヶ崎駅、叡山電鉄修学院駅までワゴン車で送迎いたします。定員がありますので、ご希望

の方は予めお知らせ下さい。地下鉄の最寄駅は松ヶ崎駅ですが、北山駅のほうがタクシーを拾いやすいです。  

←地下鉄 
松ヶ崎、北山 

○市バス 

修学院道 
 


